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する事。

＜連絡事項＞

· 3/17・18に看護グループ内研修があります。参加してください。

· CDユニット配膳について～3/16の準夜からスタッフが配膳・下膳となっています。早出しのメンバーは、栄養スタッフと日清スタッフへリストアップし提出しています。今後、何か疑問点や問題点が出てきましたら、その都度話し合っていきましょう。

· シャワーベンチについて～新しく２台購入しています。古いシャワーベンチは、１台は廃棄し、もう一台は今後も使用していきましょう。また、新しいシャワーベンチ２台は。入浴後、1Ｆの浴室へ保管してください。保管時は、水分をきちんとふき取って、カビの発生をおさえましょう。

· 3/19のオンコールが谷藤ＳＧＭ→佐藤ＡＯＭとなります。

＜患者様連絡事項＞

・山田　倉松様～3/16に東合併症室から南Bユニット101号室へ転入される。主治医は川端Drです。ADLは自立しているが、身体不調の訴え多く、依存的となる事あり。日中、臥床がちであり、東病棟ではレストランまで行かずホールにて食事を食べていたとのこと。南病棟では、レストランで食べてもらうようにしていきましょう。食事は、粥・きざみ食。上下義歯ですが、自己管理となっています。家族は、まめに面会にこられますが、業者洗濯の方です。買物カードありますので、必要時購入してください。また、3月下旬～4月上旬に退院予定となっています。自宅への退院予定となっています。日中は臥床がちとならないように、声掛けをし、プログラムへの参加を促して行きましょう。近々、介護保険の更新認定調査がある予定です。

· 高森　清八様～本日日赤病院を受診し入院となっています。そのため、高森様の私物は、
　介護訓練室へ置いておく事とします。

· 丸屋　庄司様　　　最近、食後や日中臥床がちであり、右側を下にして休まれている事

· 小山　正好様　　　が多いようです。褥瘡の発生も考えられますので、起床時間を増や
　　　　　　　　　　したり、こまめの体位交換をお願いします。

＜患者様ＮＣＰ評価・検討＞

· 木ノ下　ツヨ様～ここ数日、口調を荒げることが多く、スタッフの声掛けにも拒否的と

　　　　　　　　　　なることが多くみられています。特に、おやつや嗜好品に関しての要求や発言が多いようです。また、自室内も乱雑にしており、なかなか片付けが上手くいかない状況です。おやつや、嗜好品に関しては、スタッフ間で統一した対応をとり、本人の発言に左右されないようにして行きましょう。自室内の整理・整頓も少しずつ促して行きましょう。本人が購入して良いおやつと食べていいおやつは、以下の通りです。

　　　　　　　　　　＜購入可能＞

金曜日以外→クッキー（プレーン）、瓶コーヒー、ノンシュガーの飴、ティーバック（紅茶・緑茶）

金曜日→隔週でパンかソフトクリーム

＜食べていいもの＞

金曜日以外→クッキー（プレーン）を３枚、ノンシュガーの飴２個、ブラックコーヒー１杯かティーパック１個

金曜日→隔週でパンかソフトクリーム、コーヒー１杯

＜作業報告＞

· 山田　倉松様～昨日、療養環境変更目的にて、東合併症室より南Ｂユニットへ転入と

　　なっています。歩行は独歩で安定はしていますが、転倒には注意が必要です。声掛けに対しての反応は良好で、返答も的確に答える事ができています。他者との交流も適度にとれているようですが、環境の変化に慣れていけるよう介入していきましょう。

· 藤田　金弘様～プログラムの参加は良好です。特にカレンダー作成と音楽活動では、

積極的に取り組まれています。他者との交流も適度にとれていますので、継続して参加できるよう、介入して行きましょう.又、余暇時間にＢホールにきた際は、文房具や手帳を持ち帰らないよう、確認していきましょう。

· 丸屋　庄司様～身体・認知症状ともに顕著に低下が見られています。プログラムはＤ

グループで参加していますが、現在の状況を考えると、個別での対応が望ましいかと考えます。できるだけ離床を促し、起きている時間を増やし、プログラムの場にいるだけでも、認知面への刺激になると思われるので、参加を促していきましょう。

· 慶長　節子様～自傷行為見られ、爪をいじって出血しています。指を口に入れたり、

かじったりしているときは、介入していきましょう。プログラムへの参加は良好で、以前に比べ、疎通もとれるようになってきています。

　　　　　　　　　　　　　　　






